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	PTXTNEEDS: 子育て支援に対する市民の重要度は高く、満足度はやや低くなっています。
	PTXTJYOUKYOU: 少子化、核家族化、共働き世帯の増加などの社会環境の変化により、家族や地域での子育て機能が低下し、子育て世代の社会的ストレスや不安が増しており、児童虐待の要因となっています。
	PTXTGAIYOU: 子育ての孤立を防ぐため、子どもに関わる関係機関の多様なネットワークを強化し、子育て力のある地域社会を目指します。子育てする親が精神的に孤立しないよう、家庭訪問や家庭児童相談体制の充実を図り、子育て支援事業やサービスなどをＰＲし、子育て不安が軽減され、安心して子育てできる地域社会の形成を図ります。
	PTXTTAIOUSAKU: 　要対協実務者会議や個別ケース会議を実施するほか、日頃から関係機関で密な連絡、報告を行っていくことが必要である。また、育児相談窓口や利用可能なサービスについて、子育てガイドブック、広報、チラシ等での周知を続けていく。市民および関係機関向けの講演会についても継続実施し、児童虐待防止についての啓発を行っていく。新たに平成２８年度より、民間事業者で実施している育児相談コーナーと連携し、子育てに関する情報等を広く周知していく。
	PTXTHYOUKASYA: こども青少年課　小林　利夫
	PTXTSYOZOKUCYO: こども未来部　新堀　浩一
	PTXTCOMMENT: 　子育てを負担に感じる保護者の割合（サンプル数：健診２か月分）は減少しているが、虐待対応件数や要対協実務者会議での検討事例延人数は増えている。大部分の家庭においては、良好な育児がなされていると考えられるが、一部の家庭は支援が必要な状態となっている。支援を必要とする家庭は問題が複雑かつ困難である場合が多くなっており、関係機関の連携を強化し、情報の共有と対応の方向性の統一を持って対応していくことが必要である。
	PTXTKENKAI: 　要対協実務者会議構成機関をはじめ関係機関と連携を図り、情報共有を行いつつ支援が必要な家庭への対応を行っている。しかし、虐待対応件数や要対協での検討延人数が増加するなど、支援を必要とする家庭は多くあるため、適切な対応が必要である。支援が必要な家庭の早期発見や早期介入により問題の困難化、複雑化を回避できることが多いため、今後も関係機関との連携を図りチームとして対応しつつ、市民への子育てや虐待防止に関する周知を行っていくことが必要である。
	TORIKUMI1: 子育て中の親に対する精神的支援の充実
	TORIKUMI2: 虐待防止のための連携の強化
	TORIKUMI3: ファミリーサポートセンター事業の推進
	TORIKUMI4: 
	SIHYONM1: 子育て・育児に心理的負担感がある保護者の割合
	SIKI1: ３歳児健診アンケートより集計
	SIHYONM2: 児童虐待発生件数
	SIKI2: 虐待対応件数
	SIHYONM3: 要対協検討事例延件数
	SIKI3: 要対協実務者会議検討事例延件数
	SIHYONM4: 
	SIKI4: 
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	TANI1: ％
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	TANI3: 件
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	TANI5: 
	DUMY2: 
	DUMY3: 
	DUMY4: 
	DUMY5: 
	DUMY6: 
	MOKUHYO1_1: 100
	JISSEKI1_1: 0
	MOKUHYO1_2: 150
	JISSEKI1_2: 29
	MOKUHYO1_3: 0
	JISSEKI1_3: 291
	MOKUHYO1_4: 0
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	MOKUHYO2_1: 20
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